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1． はじめに 

タイの首都バンコクで初めて郊外と都心を結ぶ都市

鉄道であるパープルラインは，2017 年 8 月にブルーラ

インと接続し急速に利用客が増加している．このパー

プルラインの 4 駅では P&R の駐車場が計画的に整備さ

れたが，その利用者も増加しているとの報告がある．し

かし，実態は明らかとなっていない．  

 そこで，本研究ではパープルライン沿線地域を対象

に，4 駅における P&R 利用者に対するアンケート調査

を行い，その利用実態を把握することを目的とする． 

２．既存研究の整理 

 池下ら 1)は，タイ・バンコクにおいて，ブルーライン

沿線 3 駅に設置されている P&R 駐車場において利用者

アンケート調査を行い，利用者の属性や目的を把握し

た．その結果，イグレスでの移動が徒歩・自転車で済む

通勤通学トリップが P&R利用に転換する可能性がある

ことを示した． 

 また，Chalermpong ら 2)は, タイ・バンコクの主要都

市鉄道駅において P&R の利用実態を調査し，今後 P&R

駐車場整備が必要な駅の選定を行った．ただし，この調

査では，パープルラインは対象となっていない． 

３．研究方法 

３．１ アンケート調査の概要 

 2017 年 11 月 24 日から 29 日にかけて，パープルライ

ン上で P&R 用の駐車場が設置されている Khlong Bang 

Phai 駅, Sam Yaek Bang Yai 駅，Bang Rak Noi Tha It 駅, 

Yaek Nonthaburi 1 駅において P&R 利用者を対象にイン

タビュー形式でアンケート調査を行った．各駅に設置

された駐車施設の詳細を表-1に示す．主な質問項目は, 

利用する目的や出発地, 利用頻度，料金, 目的駅，目的

地までの移動手段，距離である．サンプル数は 4 駅で

380 得ることができた． 

表-1 駐車施設の詳細 3) 

 

３．２ アンケート集計 

 アンケート調査で P&R利用者の出発地を地図上にマ

ークしてもらったものを GIS 上にプロットし，P&R 利

用者の分布を地図上に反映させることで利用者が駅か

らどの範囲までいるか把握する．そして，P&R 利用者

の目的駅とイグレス手段を集計し，GIS を用いて示すこ

とで，路線ごとにパープルライン利用者がどこに集中

しているか，目的地までどのような手段を選択してい

るのかを把握する．  

４．アンケート集計結果と考察 

 アンケート調査結果から把握された各駅の P&R利用

者の出発地点をプロットしたものを図-1 にまとめた．

これより，パープルラインの P&R にアクセスする人の

ほとんどが駅を中心に半径 5km の駅勢圏内に居住して

いることが分かる．また，基本的には利用者は出発地か

ら一番近い駅を利用している．特に，Bang Rak Noi Tha 

It駅やYaek Nonthaburi 1駅の利用者の居住地は半径 2km

の範囲に集中しており，駅から離れるほど利用者は減

少している．これは，駅から離れたところに居住地が少

ないことや，公共交通が少ないことが原因だと考えら

れる．終点の Khlong Bang Phai 駅での P&R 利用者の居

住地は駅より遠方にあることが分かる． 

図-2に示す通り P&R利用者の降車駅とイグレス手段

の関係を駅ごとにまとめる．これから P&R 利用者はブ

ルーラインの駅で降りる人が多いことが分かる．
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これに対して，BTS スクンビットラインや BTS シーロ

ムラインで降りる人が少なくなっている．これは，乗り

換えが 2 回以上必要なことや他企業の路線と IC カード

が統一されておらず乗り換えがしづらいことが原因で

あると考えられる．BTS シーロムラインに関しては利

用者が 1 人しかいなかった． 

降車駅から，目的地までの距離とイグレス手段の関

係を図-3 にまとめた．1,000ｍ以内までは徒歩を選択す

る人が多い傾向にある．目的地までの距離が 1,000ｍ以

上になると移動する人が少なくなり，利用手段もモー

ターサイクルタクシー（以下，MC Taxi）が多くなって

いる． 

また，P&R 利用者が鉄道に乗車した時間帯は図-4 に

まとめた．乗車時間から 6 時から 7 時の時間帯に利用

している人が集中していて，10 時以降の利用者はほと

んどいないことから，利用者の主な目的が通勤・通学で

あると考えられる． 

５．終わりに 

本研究では，パープルラインの 4 駅にて P&R の利用

実態の把握を行った．その結果，P&R 利用者は半径 5km

の範囲から来ていて，目的駅と目的地間距離が 1,000ｍ

の範囲の人はイグレス手段として徒歩を利用する人が

最も多く移動範囲が広がるにつれて MC Taxi やバスを

利用する人が多くなることが明らかとなった。 

今後の課題として，本研究では P&R 利用者を対象と

しており非利用者の実態把握は行えていない．これを

把握することで利用者と非利用者の差を明らかにでき

ると考える． 
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図-1 P&R 利用者の分布 

 

図-2 降車した駅とイグレス手段 

 

図-3 降車駅から目的地までの距離とイグレス手段 

 

図 -4 P&R 利用者が鉄道に乗車した時間帯 
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